
指
導
上
の
重
点
目
標

学　

習　

活　

動

指
導
上
の
留
意
点

1
学
習
の
目
標
を
認
識
す
る
。

2
和
歌
の
形
式
上
の
特
徴
を
把
握

す
る
。

【
万
葉
集
】

1
「
万
葉
集
」
に
つ
い
て
理
解
す

る
。

2
各
作
品
に
つ
い
て
解
釈
・
鑑
賞

す
る
。

導
入

❶
本
教
材
で
の
学
習
事
項
を
確
認
す
る
。

　

ⅰ
和
歌
の
特
質
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ⅱ
和
歌
史
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
文
化
の
特
色
に
つ
い
て
学
ぶ
。

❷
和
歌
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
。
知
技

❸
「
万
葉
集
」
の
概
要
を
学
ぶ
。

❷
和
歌
が
日
本
人
に
与
え
た
影
響
を
生
徒
の

身
近
な
事
柄
か
ら
引
き
出
せ
る
と
よ
い
。

❸
プ
リ
ン
ト
や
補
助
教
材
（
国
語
便
覧
な

ど
）
に
よ
っ
て
、
時
代
・
特
徴
を
つ
か
ま

せ
る
。

展
開

❶
各
作
品
を
各
自
筆
写
す
る
。
知
技

❷
各
作
品
を
句
切
れ
や
調
子
に
注
意
し
な
が
ら
音
読
す
る
。
思
判
表

　
�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1

❸
各
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ⅰ
作
品
の
大
意
を
つ
か
む
。

　

ⅱ�

古
語
の
意
味
・
用
法
や
修
辞
に
つ
い
て
理
解
す
る
。（「
和
歌
の
修

辞
」
を
参
照
す
る
）
知
技�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1
・
2

　

ⅲ
作
品
に
描
か
れ
た
情
景
を
考
え
る
。

　

ⅳ�

作
品
の
背
景
を
知
り
、
作
者
の
心
情
を
想
像
し
つ
つ
鑑
賞
す
る
。

❶
筆
写
は
各
時
限
の
進
行
に
沿
っ
て
家
庭
学

習
に
す
る
。

❷
範
読
し
、
斉
唱
・
独
唱
さ
せ
る
。
句
切
れ

や
調
子
に
注
意
し
て
ゆ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。

音
読
は
各
作
品
の
解
釈
・
鑑
賞
時
に
も
取

り
入
れ
る
。

❸
　

ⅰ�

予
め
家
庭
学
習
に
よ
っ
て
現
代
語
訳
を

考
え
さ
せ
て
お
く
。

　

ⅱ�

重
要
古
語
や
修
辞
を
中
心
に
、
古
語
辞

典
な
ど
で
調
べ
さ
せ
て
お
き
、
指
名
解

答
さ
せ
る
。

　

ⅲ�

作
品
の
主
題
を
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な

特
徴
を
も
っ
た
歌
か
、
自
由
に
発
言
さ

せ
る
。

　

ⅳ�

プ
リ
ン
ト
な
ど
に
よ
っ
て
作
品
の
背
景
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指
導
計
画
案



【
後
拾
遺
和
歌
集
】

【
新
古
今
和
歌
集
】

1
「
後
拾
遺
和
歌
集
」「
新
古
今
和

歌
集
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

2
各
作
品
に
つ
い
て
解
釈
・
鑑
賞

す
る
。

【
全
体
】

1
「
万
葉
集
」「
古
今
和
歌
集
」

「
新
古
今
和
歌
集
」
の
特
徴
を

確
認
す
る
。

2
和
歌
文
学
の
流
れ
を
理
解
す
る
。

3
各
自
任
意
の
歌
に
つ
い
て
、
鑑

賞
を
ま
と
め
る
。

導
入

❶
音
読
な
ど
に
よ
り
「
古
今
和
歌
集
」
の
作
品
を
振
り
返
り
、
修
辞
法
な

ど
を
確
認
す
る
。

❷
「
後
拾
遺
和
歌
集
」「
新
古
今
和
歌
集
」
の
概
要
を
学
ぶ
。
知
技

❸
「
新
古
今
和
歌
集
」
が
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
古
今

和
歌
集
」
以
後
の
和
歌
の
文
化
の
発
展
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

思
判
表

❶
掛
詞
は
「
文
字
の
文
化
」
の
時
代
に
な
っ

て
発
展
し
た
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。

❷
プ
リ
ン
ト
や
補
助
教
材
（
国
語
便
覧
な

ど
）
に
よ
っ
て
、
時
代
・
特
徴
を
つ
か
ま

せ
る
。

❸
新
し
い
表
現
を
求
め
る
過
程
で
本
歌
取
り

の
よ
う
な
古
典
摂
取
が
行
わ
れ
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
る
。

展
開

❶
各
作
品
を
句
切
れ
や
調
子
に
注
意
し
な
が
ら
音
読
す
る
。
思
判
表

　

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1

❷
各
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ⅰ
作
品
の
大
意
を
つ
か
む
。

　

ⅱ
古
語
の
意
味
・
用
法
や
修
辞
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技　
思
判
表

�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1
・
2

　

ⅲ
作
品
に
描
か
れ
た
情
景
を
考
え
る
。

　

ⅳ�

作
品
の
背
景
を
知
り
、
作
者
の
心
情
を
想
像
し
つ
つ
鑑
賞
す
る
。
思

判
表�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
3
・
5

　
　
（
各
作
品
に
つ
い
て
（
ⅰ
）
～
（
ⅳ
）
の
活
動
を
行
う
。）

❶
範
読
し
、
斉
唱
・
独
唱
さ
せ
る
。
句
切
れ

や
調
子
に
注
意
し
て
ゆ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。

音
読
は
各
作
品
の
解
釈
・
鑑
賞
時
に
も
取

り
入
れ
る
。

❷
　

ⅰ�

現
代
語
訳
、
重
要
古
語
は
家
庭
学
習
に

し
、
調
べ
さ
せ
て
お
く
。

　

ⅱ�

本
歌
取
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ

る
。

ま
と
め

と
発
展

❶
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
特
色
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
思
判
表

❷
各
歌
集
の
歌
風
・
修
辞
法
な
ど
に
つ
い
て
比
較
し
、
特
徴
を
ま
と
め
る
。

思
判
表

❸
和
歌
史
の
流
れ
を
ま
と
め
る
。
知
技　
思
判
表

❹
各
自
好
き
な
歌
を
選
び
、
学
習
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
鑑
賞
文
を
書
く
。

主
態

❶
「
古
今
和
歌
集
」
と
の
比
較
も
取
り
入
れ

る
。

❷
「
万
葉
集
」「
古
今
和
歌
集
」「
新
古
今
和

歌
集
」
の
特
徴
が
比
較
で
き
る
よ
う
な
表

を
作
成
し
、
穴
埋
め
問
題
な
ど
に
す
る
と

よ
い
。

　
　

思
判
表　

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
2
・
5

　
　
（
各
作
品
に
つ
い
て
ⅰ
～
ⅳ
の
活
動
を
行
う
。）

　
　

を
説
明
し
、
鑑
賞
を
深
め
さ
せ
る
。

ま
と
め

と
発
展

❶
「
万
葉
集
」
の
特
色
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
思
判
表

【
古
今
和
歌
集
】

1
「
古
今
和
歌
集
」
に
つ
い
て
理

解
す
る
。

2
各
作
品
に
つ
い
て
解
釈
・
鑑
賞

す
る
。

導
入

❶
音
読
な
ど
に
よ
り
「
万
葉
集
」
の
作
品
を
振
り
返
り
、
修
辞
法
な
ど
を

確
認
す
る
。

❷
「
古
今
和
歌
集
」
の
概
要
を
学
ぶ
。
知
技

❸
「
古
今
和
歌
集
」
が
平
安
時
代
に
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
仮
名
の

発
明
や
貴
族
社
会
の
成
立
な
ど
時
代
の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
和
歌
に
影

響
し
た
か
考
え
る
。
思
判
表

❶
枕
詞
や
序
詞
が
「
声
の
文
化
」
の
所
産
で

あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。

❷
プ
リ
ン
ト
や
補
助
教
材
（
国
語
便
覧
な

ど
）
に
よ
っ
て
、
時
代
・
特
徴
を
つ
か
ま

せ
る
。

❸
仮
名
の
発
明
に
よ
り
女
性
が
文
学
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
や
、
和
歌
が
貴

族
に
必
須
の
嗜
み
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を

押
さ
え
さ
せ
る
。

展
開

❶
各
作
品
を
句
切
れ
や
調
子
に
注
意
し
な
が
ら
音
読
す
る
。
思
判
表

　

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1

❷
各
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ⅰ
作
品
の
大
意
を
つ
か
む
。

　

ⅱ
古
語
の
意
味
・
用
法
や
修
辞
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技

�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1
・
2

　

ⅲ
作
品
に
描
か
れ
た
情
景
を
考
え
る
。

　

ⅳ�

作
品
の
背
景
を
知
り
、
作
者
の
心
情
を
想
像
し
つ
つ
鑑
賞
す
る
。
思

判
表�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
5

　
　
（
各
作
品
に
つ
い
て
ⅰ
～
ⅳ
の
活
動
を
行
う
。）

❶
範
読
し
、
斉
唱
・
独
唱
さ
せ
る
。
句
切
れ

や
調
子
に
注
意
し
て
ゆ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。

音
読
は
各
作
品
の
解
釈
・
鑑
賞
時
に
も
取

り
入
れ
る
。

❷
　

ⅰ�

予
め
家
庭
学
習
に
よ
っ
て
現
代
語
訳
を

考
え
さ
せ
て
お
く
。

　

ⅱ
係
り
結
び
・
掛
詞
な
ど
の
確
認
を
す
る
。

ま
と
め

と
発
展

❶
「
古
今
和
歌
集
」
の
特
色
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
思
判
表

❶
「
万
葉
集
」
と
の
比
較
な
ど
を
取
り
入
れ

る
と
よ
い
。
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【
後
拾
遺
和
歌
集
】

【
新
古
今
和
歌
集
】

1
「
後
拾
遺
和
歌
集
」「
新
古
今
和

歌
集
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

2
各
作
品
に
つ
い
て
解
釈
・
鑑
賞

す
る
。

【
全
体
】

1
「
万
葉
集
」「
古
今
和
歌
集
」

「
新
古
今
和
歌
集
」
の
特
徴
を

確
認
す
る
。

2
和
歌
文
学
の
流
れ
を
理
解
す
る
。

3
各
自
任
意
の
歌
に
つ
い
て
、
鑑

賞
を
ま
と
め
る
。

導
入

❶
音
読
な
ど
に
よ
り
「
古
今
和
歌
集
」
の
作
品
を
振
り
返
り
、
修
辞
法
な

ど
を
確
認
す
る
。

❷
「
後
拾
遺
和
歌
集
」「
新
古
今
和
歌
集
」
の
概
要
を
学
ぶ
。
知
技

❸
「
新
古
今
和
歌
集
」
が
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
古
今

和
歌
集
」
以
後
の
和
歌
の
文
化
の
発
展
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

思
判
表

❶
掛
詞
は
「
文
字
の
文
化
」
の
時
代
に
な
っ

て
発
展
し
た
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
。

❷
プ
リ
ン
ト
や
補
助
教
材
（
国
語
便
覧
な

ど
）
に
よ
っ
て
、
時
代
・
特
徴
を
つ
か
ま

せ
る
。

❸
新
し
い
表
現
を
求
め
る
過
程
で
本
歌
取
り

の
よ
う
な
古
典
摂
取
が
行
わ
れ
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
る
。

展
開

❶
各
作
品
を
句
切
れ
や
調
子
に
注
意
し
な
が
ら
音
読
す
る
。
思
判
表

　

�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
1

❷
各
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ⅰ
作
品
の
大
意
を
つ
か
む
。

　

ⅱ
古
語
の
意
味
・
用
法
や
修
辞
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
知
技　
思
判
表

�

→
「
言
葉
と
表
現
」
1
・
2

　

ⅲ
作
品
に
描
か
れ
た
情
景
を
考
え
る
。

　

ⅳ�
作
品
の
背
景
を
知
り
、
作
者
の
心
情
を
想
像
し
つ
つ
鑑
賞
す
る
。
思

判
表�

→
「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
3
・
5

　
　
（
各
作
品
に
つ
い
て
（
ⅰ
）
～
（
ⅳ
）
の
活
動
を
行
う
。）

❶
範
読
し
、
斉
唱
・
独
唱
さ
せ
る
。
句
切
れ

や
調
子
に
注
意
し
て
ゆ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。

音
読
は
各
作
品
の
解
釈
・
鑑
賞
時
に
も
取

り
入
れ
る
。

❷
　

ⅰ�

現
代
語
訳
、
重
要
古
語
は
家
庭
学
習
に

し
、
調
べ
さ
せ
て
お
く
。

　

ⅱ�

本
歌
取
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ

る
。

ま
と
め

と
発
展

❶
「
新
古
今
和
歌
集
」
の
特
色
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
思
判
表

❷
各
歌
集
の
歌
風
・
修
辞
法
な
ど
に
つ
い
て
比
較
し
、
特
徴
を
ま
と
め
る
。

思
判
表

❸
和
歌
史
の
流
れ
を
ま
と
め
る
。
知
技　
思
判
表

❹
各
自
好
き
な
歌
を
選
び
、
学
習
し
た
内
容
を
踏
ま
え
て
鑑
賞
文
を
書
く
。

主
態

❶
「
古
今
和
歌
集
」
と
の
比
較
も
取
り
入
れ

る
。

❷
「
万
葉
集
」「
古
今
和
歌
集
」「
新
古
今
和

歌
集
」
の
特
徴
が
比
較
で
き
る
よ
う
な
表

を
作
成
し
、
穴
埋
め
問
題
な
ど
に
す
る
と

よ
い
。
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